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１．はじめに
西谷地区は、「真宗王国」と呼ばれる北陸地区の例に漏れず､浄土真宗の勢力が強いところであ
る。菅谷、下谷、栢野、我谷それぞれについても、「お西」（真宗大谷派）と「お東」（浄士真宗本
願寺派）のふたつの流れに分かれるにせよ、浄土真宗の門徒世帯が大多数を占めていることでは
共通している。一方、この地域に特徴的なことは、徳性寺という在地の寺院を有する菅谷をのぞ
いて、下谷、栢野、我谷にはお寺がなく、檀那寺が、福井、大聖寺、小松など遠方にあることで
ある。そしてそのために、在地の集落に「道場」という職があると言われる。
住民が「道場」について話すその話しぶりから分かるのは、「道場」という語が、その職を務め
る者')、世帯、家系およびその家などひろい意味をもつということである。「道場」は在家の門徒
であるが、菅谷を除く西谷地区では、この「道場」が時に僧侶の投書Iを果たすことがあった。
「道場」
をいう。
,に近く、
とは、真宗門徒をまとめるため、遠くにある真宗の寺に代わってまとめる家のこと
各寺ごとに（各地域に）「道場」がいる。しかし、徳'生寺は門徒たちにとって距離的
寺そのものが門徒をまとめることができたために、「道場」がいないｂ
（菅谷在住の郷士史家、男性、７６歳）
このように、少なくとも現在では、「道場」は、近くに正式な寺院と僧侶がいないために必要と
された職と捉えられている。出家者である僧侶が多くにしかいないために、半ばやむなく在家門
９１
徒の代表が喧場」として、僧侶の役割を担ったと言われるのである。
以下､本章では､西谷に見られる「道場」について、その歴史や各地区における識目を報告し、
「道場」の役割と変化について考察したいｂ
2．文献資料に見る「道場」
｢真宗小事典」は、「道場」について以下のように説明している（瓜生・細'’2002:125)。
仏教修行の場ｂ日本ではのち寺院と区別し、一般民家のままで仏像を安置し、仏寺をおこ
なう場所を道場といった。とくに真宗では、民家の一室に本尊をかけ、同信の人びとがあつ
まって念仏を行じる場所を道場と名づけた。
歴史的に西谷においては､天正８（1580)年に加賀の一向－１癸が埋鰄し、西谷が前田家の支配下
に入った藩政時代に、「道場｣が定着したとされる。
外来勢力前田家は、土着勢力の'懐柔に意をそそいだ６真宗寺院の保護政策もその一環で、壊
滅した真宗寺院はその支配下に再興された。道場は寺院に所属する門徒の集会所で、御絵像
と名号を安置したものであった。独立した建物を持つ下谷のような場合、その管理者を定者
（じょうじや）と称したが西谷地域の道場は民家をあてることが多く世襲ではなかった。－
摸時代に発生した道場制度は、この時代に定着したと思われる。
（西谷の自然と民俗展実行委員会1987:25）
以上ふたつの記述からは、「道場」が在家門徒の集会所であるという以上の意味は得られない。
｢道場｣では、門徒が集まって念仏の行をおこなっていたが、下谷では独立の場所があって、そ
の管理者は「じょうじや」と呼ばれていたという。ふたつの記述においては、「道場」は場所であ
り、人を指す語ではない。
昭和1１（1936)年に謄写版で刊行された｢西谷村誌」(石川縣江沼郡菅谷尋常高等小学校1936）
の「佛詞の項には、昭和初期の頃の「道場」の様子を伝える記述がある。ここでは、「道場jは
門徒が集まって行をおこなう場所であるとともに、檀家総代であり、時に僧侶のごとく振舞う者
として記述されている。
門徒が専属せる寺院をお手次と称し自家のお手Zj(〔が遠きため假に他の寺院により法務執行す
る場合は之を縁借りと云ふかくて門徒のある所必ず近くに寺院ある可きものなるも藩政時
代新しく寺院の建立を禁じたるが故に本寺の出張所として旅座及び縣所を生じたり今菅
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谷竹中秀吉宅地は大聖寺専称寺旅屋跡なり其れがためか菅谷区にては大聖寺門徒三八戸
にて半数を占めり（石川縣江沼郡菅谷尋常高等小学校1936:143､下線は筆者による）
全く寺院なく僧侶なき部落にありては道場といふものを置き士民中宗義に梢明らかなる者を
して僧侶類似の行為をなさしめたり之を御ボンと云ふ後明治五年道場を禁じたりしも山間
僻地にありては今尚道場と称するもの存せり然し今の道場は檀家総代にして藩政時代の如
く僧侶類似の行為する事なし但し真砂区にありては今尚旧の如く死亡者ある時は僧を迎ふ
る事なく道場なるもの勤行をなし導師の役をなせり
（石Ⅱ|縣江沼郡菅谷尋常高等小学校1936:147、下線は筆者による）
西谷における「道場」とは、在家（非出家）の信徒でありながら、僧侶と同様の役割を演じる
者である。その理由としては、「お手Ｚｈｕの寺院が遠いために、正式)tR僧侶が儀式をおこなうこと
ができない、あるいは間に合わないことによる。また近くに寺院がなかったのは、江戸時代に新
規の寺院建立が禁止されたことによる。明治５（1872)年には､道場による僧侶行為は禁じられた
が、「山間僻地」ゆえに道場は残り、葬儀までも僧侶なしに道場によっておこなわれていた。葬儀
という緊急時においては、「道場」の僧侶的な役割が大きくなる。
･葬礼各部落共多少の相違あるも大差なし
即ち人死する時は顔に白布を覆ひ其の上に刃物をのせ北枕となし神棚の戸を閉鎖し内仏壇を
開扉し道場主又は僧侶により直ちに枕経を上ぐるなり其の夜はお通夜をなし翌日出棺す
るを例とす葬儀に用ふる駕籠は之は火葬場附近に蔵して共用し資産あるものは新調すお
手次寺院の僧侶を呼ぶlを本体とするも巨離の関係により近くにある他寺の僧侶を呼びて挙式
する事もあり……真砂に於いては資産家のみ僧侶を呼び其の他は道場主により執行せらる
①●●●●●
死亡通知は直ちに道場ごZk(にお手U欠寺院近親者となり近親者よりは次から次へと報じ全区に
わたる (石Ⅱ|縣江沼郡菅谷尋常高等小学校1936:149-150、下線は筆者による）
現在では見られなくなったさまざまな風習がかつての葬儀に見られる。道場に関しては、人の
死に際しては、まず在地の道場への通知が優先されている。まずはなすべき枕経は、「道場」があ
げることもあった。奥の集落である真砂においては、お手次寺院との距離から、僧侶を呼ぶこと
が経済的な負担でもあったらしく、資産家以外は、「道場」によって葬儀が執行されていた。
2007年度におこなった西谷地区住民への聞き取りにおいても聞力伽たことであるが､｢道場｣(あ
るいは｢道場坊主｣）とは､お手次寺院との物理的な距離が大きな在地において､－部または多く、
出家者である僧侶の役割を担う在家信徒である。かつて浄土真宗の政治軍割勺な勢力が大きく、
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それを怖れたらしい江戸の政府によって、仏教寺院の新規建立は禁止されたため、菅谷の徳性寺
を除いて､在地集落にお手1次寺院が存在しないことになった｡今でも住人が口にするとおり、「道
場」の役害Ｉとは、お手次寺院の僧侶がすぐにやってこられないために、葬儀などの緊急事態に際
して、僧侶に代わってその役割を担うことである。在家信徒による出家僧侶の役割の代替は、明
治初めの禁止令にかかわらず、最近まで少なくともその一部を残していた。
このように「道場」は、葬儀などの緊急時に僧侶の役割を担う者であるが、檀家の代表として
の役割も有している。
門徒としての行事中第一に行わる〉ものは年始参にして佛暁寺院に参詣するものなり然し
今は多く道場参りとて檀家を代表せる道場之を行へり。
(石川縣江沼郡菅谷尋常高等小学校1936:148、下線は筆者による）
ここでは、「道場」が門徒を代表して、お手1次寺院に年始参りする様子が記述されている。しか
し、後節で見るように、「道場参り」という言葉は、しばしば「道場」ところに年始参りしたり、
命日の勤行を頼みにいったりするという意味で使われる。
定期的におこなわれる行事における「道場」の役割について「西谷村誌」が伝えるのは、「年始
参」に際して、「道場」が信徒を代表して寺院への参詣を行うことのみで､年中に定期的におこな
われるお講や各家での法要などにおいて、かつて「道場」がどれぐらいｲ曽侶の役害ｌを代替して担
っていたかについては、明らかでない。
しかし、この点については、2007年度における住民への聞き取りから、ある程度の情報を得る
ことができた。次節では、出家僧の代わりおよび在家門徒の代表としての「道場」の役割それぞ
れについて、西谷の住民への聞き取りから明らかになったことを記述する。
１住民への聞き取りから分かる「道場」の役割
3.1菅谷の「道場」
菅谷では世帯の半分近くが専称寺（大聖寺）の門徒で、他に徳｜生寺（菅谷)、本覚寺幅井の永
平寺近く)、善蓮寺幅井県あわら市）などの門徒である。徳|生寺は｢本村(西谷村）唯一の寺院」
（石Ⅱ|縣江沼郡菅谷尋常高等小学校1936:145）で､在地の同寺は、地域の家の月命日にお勤めを
おこなうほか､人が亡くなった時には､枕経(臨終勤行）をおこなう。人が亡くなった場合には、
仮通夜（内輪の夜伽）は徳性寺がおこない、通夜と葬儀になって、徳性寺と「お手次」とがおこ
なう(徳性寺住職､67歳)｡宗派あるいは寺院門徒関係は異なっても、日常の勤行や緊急の際には、
遠くにあるお手Zk:寺院に代わって、「道場」に加えて、在地寺院がお手Bk〔寺院の役割を代替してい
るのである。
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一方､遠方のお手1次寺院の「道場」が菅谷には４軒存在している。「峠の向こう」の勅使村伽
賀市）の願成寺の門徒世帯に対しては、ｓｌ家が「道場」を務めている。大聖寺の専称寺について
は、Ｓ２島さんが「道場」をしていて、毎年S2の家で「ご満座」（１月１６日）には門徒が集まり、
お経をあげて一年の報告をするなどの活動をしている。
現在では、交通の発達により、お手1次寺院から僧侶がやってくるのもかつてと比べると格段に
容易になっているが、「道場とは取次ぎ寺が遠く、いつも地域まで来られないが、お坊さんがやっ
て来たときにお坊さんを泊めたり、お世話したりするところ」（男'性､７５歳）という役割が残って
いる。
菅谷においては、お手次寺院からの遠距離にあるという問題は、在地寺院による檀那寺の役割
の代替と「道場」による僧侶の役割の一部代替によって解決されている。
３２下〕谷の|道場」
「~P谷の人はみんなお寺は福井の本覚寺」だという（男性、７７歳)。「本覚寺」は、福井の永平
寺近くにあるお寺で､浄土真宗の「お西」（大谷派）に属する。郷土史に詳しい住民によれば、「本
覚寺にとって、門徒衆として、加賀一番の拠点は下谷だったということが「本覚寺誌」に書かれ
ているということだったが、現存しない」（男`性、８２歳)。「下谷地区には門徒は18軒ほどで、西
谷地区全１本で見れば100軒近くあるだろう」（男性、５８歳）とのことであった。
報恩講は浄土真宗の年中行事で最大のものであり、寺院での勤行の他、門徒個人の世帯の仏壇
でのお勤めが行われる。下谷での報恩講について、Ｏさん（男,性、８７歳）は「秋には「報恩講」
があり「お手1次寺」より、お坊さんがひとりと役僧（？）さんがふたりやってきていた。やって
きて各家でお勤めをしてくれるが、お寺の方で報恩講があるときは、そこへ行く人もいる。お坊
さんたちがやってくると「お世話様」の家に泊めて、個人の家のお勤めをしてもらった」と話し
てくれた。一方で、「ふだんの行事は、薬師寺（真言宗）と恩栄寺などの「三力寺」がやるが、こ
れを『縁借り」（えんかり）とU1zぶ」ということである（Ｏさん、男性、８７歳)。
先に引いた「西谷のくらしと歴史」（西谷の自然と民俗展実行委員会1987:２５）には、かつて
下谷の｢道場｣は民家でなく独立の場所であり、その管理者が「じょうじや」と報告しているが、
現在では「じょうじや堂」は残っているものの、職としての「道場」（または「じょうじや｣）は
残っておらず、屋号としての「じょうじや」を留めるのみである（菅谷在住の郷士史家、男性、
76歳)。
羽栢野の「道場」
栢野のお手Uk[寺は、IF賊寺（6朝、勝光寺（13朝、本覚寺（11朝で、それぞれの寺につい
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てひとりずつ、計３人の「道場」が存在する2)。「道場」について、栢野区長（男性）は次のよう
に説明してくれた。
かつては栢野にも「栢野寺」があったと言われている。栢野は浄土真宗（お東）で、大聖
寺の願成寺、小松の勝光寺、福井の本覚寺の門徒がいる。贈侶による勤行が必要な時には］
「お迎え」のために、お寺まで坊さんを迎えにいった（山中の寺を代わりに使った)。僧には
傘を差しかけて迎えたし、大きな寺には篭があった。お坊さんに対しては、座布団、器、茶
のみなど全部違う。床の間のある部屋か仏間の前の部屋に泊めた。お迎えは最低ふたりで、
葬儀なら最低３人必要だった。椅子、傘を差しかけ、場合によっては「籠」を担いだ６昔は
お坊さんはとても偉く、先生以上だった。
栢野には道場が３つある（Ａさん､Ｋさん､Ｄさん宅)。お寺の仏を借りてきて拝んだ６「お
手Zhuの寺が離れているのは、当地が要塞だったためだb福井に行く「間道」だった。交通
と軍事的な要所を抑える必要があった。昔は城やお寺があった。戦争などいろいろなことが
あり、お寺を作れなくなったのだ６
１月１日は「道場参り」で、道場の家の阿弥陀仏を拝む。（栢野区長､男性）
栢野は、菅谷や下谷よりも谷奥にあり、かつての一向一摸において抵抗勢力だったという歴史
から、当地に寺院が作られ、門徒衆が団結することに関して、政府側は警戒感があったためであ
る。そのためか、栢野における「道場」職は、菅谷や下谷よりも大きな役割をもっていたように
見える。
現在も「道場」にはいろいろな仕事がある。人が亡くなった時には、亡くなった１，２時間後に
仮通夜をおこなうが、お坊さんが来られない場合、道場坊主が枕経を唱える。他には、（１）お正
月のお勤め、(2)秋の親鶯忌のお勤め、(3)報恩講(親鶯聖人の命日におこなう)、(4)相続講(蓮
如上人の命日におこなう）などの仕事がある。道場は３軒あり、それぞれ違う日に各お講をおこ
なう（勝光寺の「道場」家の女性、７７歳)。
正月には朝参り（午前６時から）がおこなわれ、皆で声をそろえてお経を読む６その時に「道
場」はお寶銭を頂くのが、お礼に人々に南京豆の妙ったのや、銀杏の妙ったのを差し上げる3)。
また、「道場」は､法事､正月の「ホンコさん」のお参りの際に､栢野会館の横にある釣鐘を叩く。
その叩き方も決まった叩き方がある（勝光寺の「道場」家の女性、７７歳)。
「月お講」とは、毎月一回門徒が持ち回りで、家でおこなわれるお講である。昔からずっとお
こなわれており､昔は午後９時半からだったが､今は８時半から10時ぐらいでおこなわれている。
月お講では、門徒の人々が、お経（正信偶、阿弥陀経）の練習をおこなう。昔は毎月２７日の親鶯
聖人の命日におこなわれていたが、最近は家の都合で早められたりすることもある。かつての月
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お講は、町民の月一度の娯楽として、経を唱えた後に煮豆などを振舞い、雑談などをする時間と
いう意味が大きかった（勝光寺の「道場｣家の女性、７７歳)。
門徒の祖先の命日には、門徒がお米と蝋燭を朝早く持ってきて、蝋燭をあげてお勤めをして帰
る。そして門徒は帰るのだが、米は頂く。これを「道場参り」と呼ぶ。道場参りは三回忌まで年
一回おこない、その後各家でおこなわれる（勝光寺の「道場｣家の女性、７７歳)。
また「道場坊主」は、通夜やお葬式のお坊さんのお手伝いや接待をおこない、「役僧様」（お寺
から住職が連れてくるお手伝いの人､お経を唱えたりもする）のお世話をする。昔は､葬式の後、
取次ぎ寺院からのお坊さんが帰ってから、「道場坊主」がお経を唱えるなどもしていた（勝光寺の
「道場」家の女性、７７歳)。
このように栢野では､在家信徒の代表としておよびi曽侶の代わりとして、「道場」はいまでも大
きな役割を担っている。
3.4我谷の｢道場」
我谷では真宗大谷派（お西）が一般的で、勝光寺伽賀市）が10軒､専称寺（大聖寺）が３軒
の門徒をもつ。「西谷村誌」（1936年）の記述によると、かつて我谷の35世帯のうち、勝光寺(打
越）２７戸、専称寺（大聖寺）４戸、本覚寺幅井)４戸という門徒構成だった（石川縣江沼郡菅谷
尋常高等小学校1936:144)。しかし現在、我谷地区の道場の家は、Ｈさん（男`性、８６歳）さん宅
の一軒で、門徒のお手次寺院に関係なく、我谷地区の全世帯のために仕事をしている。
織田信長が石山本願寺を攻めた、元亀元年（1905年）からの戦争には、我谷からも勝光寺の門
徒が参戦したが、その時の「旗主」であった了西が、我谷のかつての道場役（荒木家）の祖とさ
れる。その後､勝光寺の道場役も荒木家から､現在のＨ家へと移り現在に至る（草稿｢我谷町)。
菅谷在住の郷士史家(男性、７６歳）は次のように言う。
「道場｣は基本的に世襲制であるが、近代以前も含む長い目で見れば、我谷の道場はしょっ
ちゅう変わっている（一方で枯渕はずっと一緒だった)。現在我谷には異なる寺の門徒がいる
にも拘わらず｢道場」がひとりしかいないのは､人が減ってきたことや小さなところ（我谷）
で「道場」さんが何人いても纒まらないということで、加賀江沼の寺の中で有名な勝光寺の
「道場」であった人がひとりで取り仕切ることになったからだ６
現在の「道場」であるＨ（男性、８６歳）は、当家三代目の「道場」である。２代目までは｢Ｈ
太左衛門」という名を継いでいた。Ｈさんの父親である二代目までは「道場」としての役割も活
発だったが、今では少なくなってしまっているという。以下、Ｈさんの話にしたがって、我谷の
「道場」の過去および現在の役割について記述する。
９７
かつて二代目の時代には、小さい子供が死んだ場合には、寺のお坊さんを呼ぶことなく「道場」
が経を読み、葬式をとりしきった。（死体を焼いた火葬場から）持ち帰ってきた骨に、「道場」は
お経をあげていた。子供でも大人でも、葬儀後の四十九日の期間には、「道場｣は７回お経をあげ
ていた。死者を出した家では、四十九日間はちゃんと精進をし、終わると精進上げをしていた。
現在の「道場」の仕事としては、墓の納骨時か年忌の時にお経をあげにいったりすることがあ
る。初盆の際には特に変わったことはせず、墓で「道場」がお経をあげるぐらいで、しかも今と
なってはそうしたことを頼みに来る人も数人ほどしかいない。
１月の１，２，３日は、村人が集まってきて「道場」と一緒に朝・晩のお参り（経を読む）を３
日間続けるという行事が、４，５年前まで続いていた。
浄土真宗最大の年中行事である報恩講では、お手次寺院のお坊さんが一軒ずつ回ってお経をあ
げる。昔は我谷には人が多かったため、お坊さんは一日で家々を回りきらず、「道場」の家に泊ま
り、２日がけで家々を回った｡正信ＩＥＩというお経をあげるが､希望者には有料で阿弥陀経などもあ
げる。今では交通手段の発達と檀家の数の減少で日帰りだが、昔はお坊さんは「道場」の家に宿
泊したものだった。お坊さんは厚遇を受け（例えば、人力車、食事など)、「殿様扱い」だった。
お坊さんは神様のように手厚くもてなされた（煮物、魚、揚げたもの、豆を炊いたものなど)。晩
には門徒は「道場」の家に集まって、１，２時間の説教を聞いた。各檀家の家々は、報恩講の際、
お坊さんに差し上げてと、木炭やそばなど雑穀を「道場」の家にもってきて、それを「道場」は
トラックで寺に運んだｂそれに対してお返しとして、お手Ｂｋの寺から「お年頭」（手袋一足ずつ）
が配られた｡現在では､報恩講でお坊さんにあげるものはお金で、しかも寺からのお返しはない。
「道場」であるＨさん宅には、寺へ納めたお金の記録「萬年帳」（明治45年から)、法名を記し
た「過去帳」（大正３年から)、墓の記録「過去帳」といった資料がいまでも保管されている。
現｢道場」のＨさん息子は現在神戸在住で、「道場」の後継者がいないため、今後については我
谷の人々と相談して決めることになるだろうという。
Ｈさん宅の仏壇が大きいのは､やはり「道場｣の家だからだろうと住民のひとり（男性､７７歳）
は述べた。道場の家は、地区の人びとが集まって勤行をする場所であるため、仏壇も大きく立派
なものとなる。
4．「道場｣への聞き取りから分かるその役割
前節での各地域の「道場」の概観に続いて、本節では特に、栢野のふたりの「道場」の方にう
かがった話をもとに、過去および現在における「道場」の具体的な役割を記述する。お話をうか
がったのは、栢野の「道場」Ａさん（男性、５５歳）およびＫさん（男性、６０歳）である。それぞ
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れに、勝光寺（栢野の門徒は13世帯）と願成寺（同６世帯）の「道場」の仕事をしている。
4.l栢野における［道場」（勝光寺）
現在３人存在する栢野の「道場（坊主)」の中で､Ａさん（男｣性、５５歳）は、父親を早<に亡く
したために、２２歳から「道場｣の仕事をしてきた。僧の資格はもたない。Ａさんは、２２歳で道場
を始めた当時（1974年頃）の葬儀のやり方を中心に、「道場」の仕事について話してくれた。
正式な僧侶資格の取得ではないが、「道場」は、京都の本願寺まで、法名を取りに行く。「オカ
ミソリ」（剃刀を頭に当てるだけ）して、－週間ぐらい修行すると、「黒袈裟」を着られるように
なる。
葬式は、「枕経」「仮通夜」「お通夜」「葬儀」と進んでゆく。以下では、この順序に従って、３３
年前の葬式のあり方とそこでの「道場」の役割を記述してゆく。
栢野の勝光寺門徒世帯で人が亡くなると、「道場」を呼びに来る。その家では、亡くなった人が
寝ていて、枕元には白布をかけられた台の上に、花、蝋燭、線香、「オブクさま」（お仏供米）が
おいてあり、箸二本が刺してある。「道場」は、枕経として阿弥陀経をﾛ昌える。Ａが22歳の頃に
は､人はまだ自宅で亡くなっていた。医者が死亡を確認すると、道場さんを呼ぶ｡枕経としては、
阿弥陀経の他に正信偶をあげたこともある。お経は、父が亡くなっていたので、自分で本を見て
「節も分からず」覚えた。
人が夜に亡くなると、その次の日は「仮通夜」となる。親戚などは別室にいるので、道場がひ
とりでお経をあげる。親戚たちは葬儀の段取りの相談をしている。「仮通夜」は葬儀の相談の場で
ある。
「仮通夜」の翌日は「お通夜」である。既にこのときまでには、親戚が葬儀の「役」を決めて
ある。直系親族は葬儀に「手も口も出さない｣。葬儀の際の役割としては次のようなものがある。
．「葬儀委員長」･･･近い親戚（従兄弟など)、年寄り、「帳場」に慣れた人がなる。
．［僧侶係」（坊主係）…「お年寄り」（年配の人）がつとめる。
．「賄い」…女性がつとめる。台所リーダーは昔は男'性だった。
．「茶坊劃…お参りに来た客にお茶を出す係で､３０歳ぐらいまでの若い人がつとめる。４人
ぐらいの男たちで、そのうちのひとりが「采配師」として指示をする。
.「受付」…30から36歳ぐらいの青年団員で、男４名ぐらいがつとめる。
9９
「お通夜」の朝には、女性が各家にうかがって、
お手伝いを頼んで歩く。「お通夜」の日には､朝から
掃除（障子張りから）をみんなでやった。「四つ柱に
する」とは、昔風の家の前方の４部屋を開け放つこ
とである。昔は家で葬儀をした。
「お通夜」は夜６時ごろから始まった。賄いの人
は、お手伝いさんの昼、夜ご飯を作る。葬式のとき
には、昼、晩、夜食を作る。
「お手ｌｉｄのｲ曽が「導師」となり、「道場」の方３
人で、阿弥陀経を読経する。その後で正信偶を、参
拝者全員で唱える。昔は午後９時ごろに一回お経を
あげた。夜６時ごろから、町内以外の人がやってく
るが、夜９時ごろになってようやく町内の人々が揃
図１昔の家の概念図
った｡ここ５－１０年ぐらいになってようやく「御坊様｣(お手Uk:寺院の僧侶)が来るようになった。
「お夜食」は親戚、お手伝い、道場の者たちで、おにぎり、煮物、漬物をとる。酢の物は使わ
ないというタブーがあった。「生臭物」もずっと使わなかった。今では最後に料理店でやると生臭
物が出る。野菜などは料理するとかさが減ってしまうが、生臭物は量が多くてその方が見栄えが
するからである。
お通夜の午後３時ごろまでに、仏壇の左前に｢祭壇」を作った｡役場で借りた（1万５千円かか
った)。恩栄寺、灯明寺、寿経寺に祭壇があって、借りた。そして役場に言うと、役場の人が組み
立ててくれる。お手伝いが手伝った。
次に､祭壇の前に「仏様」を移す６「湯潅」して「白帷子」を着せる。「白帷子」は、「お袖」「I却
絆」「三角」で､身内で使うはさみを使って作ってはいけなかった｡糸結びもしない。「手っ甲」「脚
絆」「足足袋」「(頭の）三角」「(白の）頭陀袋｣。頭陀袋には、三途の川の渡し賃として、昔は５
銭を入れ､後で５円に変わった。「湯潅」は、身内の人が故人の身体を拭いた。大昔には、髪を剃
っていた。道場さんが代わりにやっていたが、全ての髪を剃るのでなく一部のみだった。お棺の
中に「仏様」を入れて、祭壇の前に置いた。午後４時ごろには夕食になった。
お棺は､Ａさんが22歳の時には､木のお棺で寝棺だったが、その後すぐにダンボールの紙にな
った。山中の役場にあったが、立派で紙と歯見えなかった。Ａさんが中学１，２年の時（約40年
前ときまでは、地域の火葬場で遺体を燃やしていた。その頃は、座棺だった。２２歳の時には寝
棺だった。
お通夜の晩には、身内は入口に並んで参列者に挨拶した。昔は、会社関係の人々の手伝いはな
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かつた。「受付」は、香典を受け取り、香典返しをする。栢野の人には香典返しをしない。という
のも、昔は地域の人々が食事の材料を持ち寄ったからである。栢野在地内の人のみに対する慣行
で、そこには頬母子精神がある。昔の香典返しは、砂糖１キロが多かった。重たく嵩張るような
ものだった。後にお茶なども出てきた。最近は、ビール券や商品券などである。
図２１Ｗ4年頃の葬儀の様子「お通夜｣には､夜食と「ご酒」（ご
しゆ）が出る。酒を飲みながら、割
と騒いで起きている。死者が「大往
生」の場合には「お祝い」（目出度
い）とされる。若い人が死んだ時に
は暗い。８５，６歳を過ぎて死んだ場
合には､身内の人が「とても目出度
いことで…」などと言う。昼間に
も手伝いの人に､お酒を出していた。
身内の人は「お通夜」の夜には泊
まる。香典帳を見ながら、焼香11頂を
決めるが、これは結構大変な仕事で
ある。焼香の際に時に抗議を受ける
こともあるからである。「焼香を呼
ぶ」（焼香|頂に名前を呼ぶ)のは｢茶
坊主」の役割である。帳に焼香||頃が
書いてあった。
「葬儀」は、昔は午前中９時ごろ
から「お手伝い」が集まり、昼ごろ
から始まった。「道場」がお寺に葬儀の連絡を既に済ませていた。昔から、「お寺」（お手､(寺院の
僧侶）は葬儀だけには来た。「帳場」の人はそれまでに、会計の計算をしている。「道場」は、お
寺に法名と骨壷とを取りに行った。半紙二枚に法名を書いたもの、「木の札」（位牌のようなもの）
を貰い､栢野の筆のたつ人に法名を書いてもらった。「道場」は法名を前日または葬儀の日の朝に
取りに行った。Ａさんの父親は、寺に電話して、法名を自分で出していた。葬儀の日には、法名
と「白木のもの」が必要なので、お通夜の日に取りに行く。
「ごえんざん」（お手Z欠寺院からの僧侶）は、葬儀の３０分前に来た。他の寺の僧も呼ぶが、近
い寺の僧も含めて、１０名にもなることもあった。他宗派の僧（お難而さん＝医王寺まで）呼ぶこ
ともあった｡「ごえんさん」の他に￣人だけということはないｂＡさんが22歳の時に葬式を行つ
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たときには、１０人も僧侶がいた。「お手次寺」（｢ごえんざん」と２人の役僧)、３人の道場、近く
の寺からの僧たちであった。
葬儀の前には、半鐘を打つ。７つ打ち、打ち上げ打ち下げ（小さく→大きく→小さく)、５つ打
ち､打ち上げ打ち下げ､２つ打ち､間､一発､という具合に打つ｡葬儀の始まりを知らせるためで、
「年寄り」（村の人）が叩く。次に、「ごえんさん」と役僧さん（合わせて３人）が控えから出て
くる。昼食後に昼から始めた。次に、３人で焼香する。
「葬儀中陰勤行集」というマニュアルがあり、枕勤めでは、阿弥陀経と正信偶をあげる。葬儀
式では、勧衆偶をあげる。
葬儀の順序は次の通りだった。
Ｌ「ごえんざん」と役僧が出てくる。
2．「オカミソリ｣をする｡法名のない人にだけおこなう｡故人の頭に形だけ弟Ⅲ刀を当てる。
3．「ごえんざん｣、役僧、「道場」（計６人)が仏壇の前に行き、「勧衆偶」（道俗時衆等…）
をあげる。
4．もとの場所に戻る。「ごえんさん」だけが焼香する。この時「ごえんさん」は木の靴を
滑らせて行く。服も立派できれいなものを着ている。
5．役僧が「リン」を叩く。「南無阿弥陀仏…」とﾛ昌える。大きな「リン」をジャンジャン
と叩くと、他の僧たちが立ってくる。
6．正信偶が始まる。葬儀の時には節がないｂ「五劫思惟」のところから焼香が始まる。「～
之○受」まで言うと、「茶坊主」が「焼香」と言い、順を読む。「ごえんざん」は座る。
正信偶を唱え、終わると「な～む～あ～み～だ～ぶ～つ～」を繰り返す６
７．昔はその後で役僧さんが､お経をあげた｡役僧と道場のみが残って､仏壇で念仏をあげ
た（｢ごえんざん」と他の僧は去る)。そして、役僧と道場もさがる。
8．身内の人々が、祭壇からお棺を出してきて、お別れの儀式をする。
9．霊枢車がお棺を山中の火葬場に持っていった（昭和4041年頃より)。役僧さんが、遺
体を燃やす前に、お経をあげたが、たいていは、阿弥陀経か、正信I島（｢念仏さん｣）だ
った。役僧なしで、「道場」が行く場合は、たいてい阿弥陀経をあげていた。
10．骨拾いをする。その後で家に戻る。骨を仏壇に置き、お墓に参る。身内は家でご飯を食
べる。お手伝いさんたちに食べてもらう。身内が台所に回る。「ありがとうございまし
た」などと礼を述べる。
11．お墓に参る。家でお経をあげる。女性の場合は、感無量寿経→正信偶。男`性の場合は、
大経→感？→阿弥陀経→正信偶→説教、という順序である。お手伝いさんはこの日は
帰り、夜は静かである。その後は、－週間は毎日「道場」がお参りをする。次に７日ご
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とにお参りをする。四十九日には､喪明けのお参りをしてご馳走を食べる（ここまでは
精進料理)。
１２．「お手11k[寺」に身内の人が納骨する。
この他に、月命日にはその家の人が道場のところに、米一合と蝋燭を持ってくるので、お勤め
をしていた。これは栢野のみのことである4)。「道場参り」「行者参り」と呼ぶ。
現在の「道場」の仕事は、葬儀があったときに、通夜に枕経をあげ（ときに)、葬儀に列席する
ことがある。他には、「報恩講のお宿」となること（春と秋に道場宅でお参りして、夜を食べるこ
と）もある。「正月のお参り」では､人々は朝｢道場｣宅にやって来て､道場宅の仏壇に参った（正
信偶のみ）あとで、神社に行っていた。子供にはお菓子を渡した。その後道場宅でお酒を飲んだ
（これは勝光寺門徒のみ）
「月お講]は、昔は４日（蓮如忌）と２８日（親鶯i忌）にやっていた。今は２７日ごろだけであ
る。仏事は前日にするのが良いので、２７日に行う。門徒宅を順番に回ってやっている。
4.Z栢野における「道場」（願成寺）
Ｋさん（男性、６０歳代）は、願成寺の「道場」である。Ｋさんは2,3年前まで、加賀市の自動
車・自転車部品メーカーに勤務していたが、勤務はとても忙しかったという5)。
Ｋさんによると、「道場」とは、寺がない場所で、お寺の代わりをするところ、つまり法話をし
たりする場所である。また､葬式などのときに「お手11k(寺｣が急に来られないために､お寺の(ｲ曽
侶の)代わりをする｡Ｋさんは｢道場｣の家の14代目で､道場は世襲である。栢野には３軒の｢道
場」があるが、その仏壇の中には仏像がある（他の家の仏壇にはない)。Ｋさんの言葉には、場所
としておよび僧侶の代役としての「道場」のふたつの意味が表れている。
「道場」として、今でも夜中の３時に電話があれば、袈裟を着て、枕経をあげにゆく。お手Uk（
の寺とは違って、お布施なしのボランティアということである。お手U欠（の寺の僧）は、通夜に
なってからやってくる。
お通夜では、「道場」は「お手11k〔さん」とともにお経をあげる。「お手次」がお経をあげ、喪主
が挨拶し、「立寄り」（他所の人々）が帰った後で、栢野の人々のみでお経をあげる（８時から８
時半頃から)。栢野人々が来る時には、「お手Ｚｈｕはもう帰ってしまっている。阿弥陀経（回向せ
ず）と正信偶をあげる（回向であげる)。
位牌は「お手次」寺院から貰ってくる。故人が「オカミソリ」をしてなければ、その場で法名
をつけてくれる。栢野の、亡くなった方の「お世話係」がすぐ「お手ｌｉＵに電話して、白木の位
牌を持ってゆき、交換に怯名の書いてある位牌をもってくる。その他に、法名の書いてある紙を
－枚貰ってくる｡栢野の字の上手な人がもう一枚の紙を書き､仏壇と祭壇とにそれぞれを下げる。
1０３
Ｋさんは、六年前（2001年）に父が亡くなり、昨年（2006年）母が亡くなった。父の位牌は、
母が亡くなったときに棺桶に入れた｡法名を書いたものを入れて､３回読んで、「(これが法名だか
ら）忘れるな」と言い、「六文銭」と書いたものを財布の中に入れて、（父の）古い白木の位牌を
入れて、燃やした。このようにして、一番新しい白木の位牌だけが仏壇に置かれ、それ以前の位
牌は､新しい人が亡くなるたびにその棺桶に入れられて燃やされる。過去帳は「お寺さん」（お手
次寺院）にある。位牌は白木のものだけで、黒い位牌は用いない０．お墓には、今では「法名板」
がある。昔は法名は墓の側面に書かれていて、法名板はなかった。
「月命日」については、「道場」はやらない。栢野には「月参り」という風習はない。月命日に
も、家でお勤めをやっていない。
人が亡くなった後の定期祭祀は、「四十九日｣、「－周忌」（｢二回忌」と呼ぶ。一年後の命日の前
日である)、「二周忌｣、……「七回忌｣、「十二回忌｣、「＋七回忌｣、「二十五回忌｣、「三十三回忌｣、
「五十回忌］と続く。「四十九日」までは、道場がやり、その後は「お手ZkC」がとりおこなう。
人が亡くなってから四十九日までは、７日ごとにお経をあげる。「道場」さんが故人の家に行っ
ておこなう。
栢野の地域の火葬場は、Ａさん（先の「道場｣、５５歳）のおじいさんが亡くなったときに（３３
年程前）使ったのが最後で、４０年ぐらい前に、Ｎさんのおばあちゃんが亡くなった時に、山中の
火葬場を最初に使った。この地域は他所より火葬場ができたのが早かった。上下水道を拡張する
ために、下層費用の補助金があったからである。
「オコサマ」（お講さま）は、昔は毎月やっていた。今はＡさんのみがやっている。昔は毎月、
当番の都合に合わせた日に、－回ずつ夜にやっていた。夜の７時半から８時頃に集まっていた。
娯楽の一種だった。法話みたいにしていた。正信１局などをあげていた。Ｋさんの父は、阿弥陀経
の念唱をし、正信偶（含回向）をあげて終わりだった。「梯舌はせんかつた」が、それは教師や住
職の仕事だったからだという。
「トトお講」「カカお講」については、昔はやっていただろうが、よく知らないという。
正月の「｡。（不明）参り」は、１月１日におこなわれる。６時前に人々が道場の家に来る。正信
偶、和賛、回向をあげて、食事をとり、お酒を飲む。その後に人々はお宮さんに参る。年賀の挨
拶のようなもので、今でもやっている。
４月１７日から５月２日までは、「勘ﾛ忌｣がおこなわれる。京都から「御影」が吉崎御坊までや
ってくる。京都からやってくるのを「下向」といい、京都へ戻るのを「上洛」という。北陸の各
地には「道場」があり、中にはお寺になったものもある。
「道場坊主」は、僧の資格がなくても出来る。道場坊主は、「墨袈裟｣、「五条袈裟」を着て、正
式なお坊さんと同じ格好をする。しかし、Ｋさんは得度して資格を取っている他、現在は「教師
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住職」の資格を取るために勉強中である。この資格を取ると、住職となる資格が得られ、僧侶社
会の中での投票権も得られるという。
現在、栢野における「道場」の仕事は、人が亡くなった場合に、お手次寺院の僧侶が到着する
前に、枕経をあげることで、その後の葬式過程においても僧侶とともにお経をあげる。正月には
門徒が参りに来るなど、栢野における「道場」の役割には小さくないものがある。お手iji(寺院が
遠くにある状況下で、「道場」は門徒代表であると同時に、身近な僧侶のような存在であり続けて
いる。
5．考察
西谷地区における「道場」はさまざまな役割をもっている。
その第一は、在家門徒の代表としての役割で、（１）在地門徒の代表として、遠地のお手次寺に
赴いてお参りする仕事や(2)在地門徒の代表として、遠地からやってきた僧侶などのお世話をす
る仕事が挙げられる。
西谷の「道場」の仕事の第二は、遠地にあるお手Bk〔寺院の僧侶に代わって、在地にて僧侶に代
わる宗教的な役割を果たすことである。かつては、葬儀などの緊急の場合などにおいて、僧侶に
代わる役割を全面的に果たすこともあったが、最近は、－部のみ、僧侶に代わるあるいは僧侶を
補佐する役割を果たしている。
現在と異なり、赤ん坊が無事で生まれ、子供が無事に成長して大人になる確率が格段に低かっ
たかつての時代においては、嬰児や幼児は一人前の人間と見徹されていないことが多かった7)。
例えば、昔の日本では、葬儀のやり方も、成人した大人と半人前の子供とでは、異なることもあ
った8)。
小さな子供の葬式はお寺のお坊さんを呼ばずに「道場」にお経をあげてもらうというやり方
は、小さな子供ならわざわざ遠くからお坊さんを呼ぶこともないという考えによる。
（菅谷在住の郷土史家、男'性､７６歳）
このように、西谷の谷奥の場所にあっては、子供の葬式に際しては、わざわざ遠くから正式な
僧侶を呼ぶことをせず、「道場」が代わって経を読み、司式したことがあった。この事実は、過去
において子供が、人間の世界に完全に含まれていない存在として認識されたことと同時に、人々
の間に「道場」が正式の僧侶に満たない存在として捉えられていたことを示している。
この点に関連して、現在の住民の「道場」についての語りには、在地住人の地域の歴史に関す
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る意識が垣間見えると言えるかも知れない。住民の「道場」についての語りに表れるのは、過去
において地域が、政府の支配からとおい「僻地」であり、寺院を中心にまとまった勢力であった
歴史であり、その時代においては、「福井｣側とつながる交通・軍事の要所であったという意識で
ある。一向一摸時代に各所に存在した宗教・政治勢力は、その鎮圧とともに力を失っていった。
その後の政府が宗教的な団結と反抗を警戒したことによって、寺院が地域に存在することが許さ
れず、そのなかで在家の門徒代表である「道場」が、出家の僧侶の役害Ｉの少なくとも一部と代替
するようになったと言えるのである。
かつて山中一帯は天台宗を信仰しており、天台宗の道場のことを「じょうじや」と呼んだ６
「じょうじや」は下谷、栢野、風谷、枯渕、生水などに「じょうじや堂」（後の蓮如堂）を建
てていた。山の向こうには豊原寺という天台宗の寺があり、かなりの勢力を誇っていた。か
つて源平合戦の頃、木曽義仲が北陸をさかのぼって平家を追っていた時、豊原寺に山城庄を
与えたという記録も福井県に残っており、山城の南郷という地名も残っており、この辺一帯
のことを指しているのではないかと言われている。つまり、豊原寺に、その辺りの土地や年
貢の権利を与え、支配させていたということでないかと言われている。その後、豊原寺は織
田信長によって焼き払われた。徳性寺や四十九院の願成寺、朝倉氏の城の寺（山の珠教寺に
なった）も天台宗だった｡蓮如が来て､浄土真宗を広め、「道場｣が出来始め､村によって「じ
ょうじや」と「道場」が別々に存在した。「じょうじや」の家は代々変わることはなかった。
今では「じょうじや」は地名などに残るのみになった。菅谷の「じょうじや林」などが残っ
ている。「じょうじや堂｣は天台宗から浄土真宗に変わっていく間に蓮如堂に変わった｡竹田
という所は、いくつもの地域に分かれて、それぞれに「じょうじや」が置かれた。またそれ
は山の方にしかなかった。加賀市に「ちょうじゃのかま」という所が２，３ケ所あり、「じょ
うじや」から「ちょうじや」に変化してしまったのではないかという見方もある。
轍ﾛ上人に従って歩いた興宗寺や勝光寺や専称寺は、山に鉱山を求めていた集団ではない
かと言われている。勝光寺や専称寺は、加賀江沼を取り仕切る親分であった。何かあれば頼
られたり、指示する存在だった。それは大聖寺藩とつながりが強く、権力を認められていた
からであった。
一向一摸の親分は福井の本覚寺と超勝寺だった。今も門徒が本覚寺は二千人、超勝寺は四
千人ぐらいいる。専称寺も参加していた。その際、朝倉氏に追われ、超勝寺は逃れて西谷の
方にやって来たらしい。 （菅谷在住の郷土史家、男性、７６歳）
一方、「道場」の役割には変化が見られる。栢野のふたりの「道場」の方は、いずれも勤め人で
加賀市への通勤者である（あった)。しかし、急な死人が出た場合などには、「ボランティアの仕
1０６
事｣であるにかかわらず､｢道場｣であるために､勤務を休まなければならないこともあるという。
地域における生業の変化と地域を基盤にした共同体の社会関係から、このようなジレンマも生ま
れてくるのである。
また、がんらい「道場」は、出家して正式な修行をおこなう者でなくても、僧侶のような振舞
いが許される存在であったし、現在もそのような状態は残っているといえる。一方で，僧侶資格
をもちより高い資格を得るために勉強中の栢野の｢道場｣Ｋさんの事例は､交通の発達とともに、
「道場」が正式の僧侶となるチャンスが広がったことによるといえだろう。さらに、Ｋさんは枕
経の正しいあげ方について話してくださったが，)、これは「道場」が正式な僧侶へと向かう志向
を示している例といえるかもしれない。
6．おわりに
本章では、在家門徒であると同時に、出家の僧侶の役割を担ってきた「道場」について、住民
の方々からのお話を中心に報告してきた。特に、現在も「道場」を務めていらっしゃる方々から
は、「道場｣の仕事と地域での役割について、貴重な具体的な話を聞くことが出来た。基本的なこ
ともよく知らない筆者と学生に対して、親切に、忍iiil強く、貴重な時間を割いて詳しくお話いた
だいた住民の方々、郷土史家の方々、「道場」を務める方々に、厚くお礼を述べたい。
注
1）
2）
｢道場｣職を務める者を指すときには、「道場坊剋「御ボン」などの呼び方が用いられることもある。
かつてそれぞれのお手次寺院、道場、門と世帯数は、「小松勝光寺同行道場畦地信一十五戸、′｣松
本覚寺同行道場堂前幹夫十二戸、大聖寺願成寺同行道場小谷碩弥七戸」（辻彦四郎「栢野の
歴史」草稿より）という構成であった。
この正月の「道場参り」については、かつては「二月一日旧お正月」におこなわれていたようで、「栢野
の歴史」（草稿）には、「昔の生活」の催事と習慣のひとつとして、その様子が紹介されている。
｜日お正月二月一日、家中朝邸幟にお詣り、そして道場（じょうじや）へお詣りする事にきまってお
り、
新年の挨拶を交し同行集一同で正信侭,を唱和してから、酒と肴が出された。
家へ帰るとおぞうIこが出来ており、家の神仏にお詣りしておとそをいただきお正月を祝った。
｢道場｣を務めるＡさん（男性､５５歳）による。別の「道場｣Ｋさん（男`性､６０歳）は「月参りという風
習（月命日に「道場とIに参ること）はない」と語った（後述）ので、これは「道場」間の行事の違いのた
めかと思われる。
先の別の「道場」Ａさんも、同じ会社に現在勤めている。
ほんらい浄土真宗では位牌を用いず法名軸を用いるが、「各家の仏壇には（ふつう）位牌はないが、ある
ところもある」（栢野区長、男性）とのことだった。実際に、下谷のＯさん（男性､８７歳）の家の仏壇に
3）
4）
5）
０
1０７
|ま、位牌（白木の簡単なものでなく立派なものがふたつ）と故人の写真があり、さらに、「孫が亡くなっ
たために……お地蔵Ｉ調が置かれていた。浄士真宗では、白木の位牌は中陰の問（四十九日まで）用い
られ､その後に法名軸と取り替えられて､仏壇の脇に掛けられるのが作法とされる（山崎2003:205)が、
より長期間、白木の位牌を仏壇に保持する慣行も見られた。栢野のＣさん（女性、６９歳）の家の仏壇に
は白木の位牌があるが、法名軸はなかった。これについて、「人が亡くなると四十九日までは、仏壇横の
台の上に､骨壷とともに白木の位牌を置いておき、四＋九日が来ると、仏壇の中に入れる。いま仏壇の中
にあるのは､３年前になくなった「おばあちゃん」（姑)。その前のものは、勝光寺の若いお坊さん（最近
住職になった婿養子の若し僧侶）がお寺に引き取っていった」とＣさんは話してくれた。菅谷の徳性寺
住職(男性､６７歳)は、「葬式の時には、白木の位牌を用いる。お棺に入れるべきものだが､人情として、
持って帰る人もいる。軸や過去帳を用いるべきだが、昔からの位牌がある家もある」と話してくれた。こ
のように､人が死ぬたびに仏壇の白木の位牌をもっとも新しいものに取り替え､一番新しい死者の白木の
位牌を四十九日後も仏壇においておく,|貫行が見られた。
｢不安定であった子どもの魂は、七歳になってようやく安定し、この世に定着すると考えられていた」た
め、七五三のうち７歳の祝いがもっとも重要視される（八木2001)。このほか世界的に見ても、お化けや
精霊などが見えるのは子供や老人とされることが多く、その意味で､老人とともに子供は､異界との境に
近い存在だと言える。
｢大人の葬式では､死者の魂を十万億士の彼岸へ送り出そうとする､仏教式の考え方が惨みこんでいるが、
幼児の葬式は、これとちがって、再生復活させようとする気持ちが強い｡ふつうに六､七歳以下の子供の
死には､本葬式をせず､近親者だけで始末をつけることが多い｡子墓･子三昧･童墓などと呼んで､一般
の墓地とはBllの地点に、埋めているところもある。青森県三戸郡などには、「七つ以下は神のうち」とい
う諺があって、七歳以下の子供が死ぬと、紫色の着物を着せ、干鰯を－尾くわえさせて葬る習'償があり、
愛媛県の宇和島地方でも、［魚+祭］（このしろ）をそえて埋めると、その子は早く生まれかわるといって
いる。……まだ完全には人の世界に入らず､霊の世界から離れ切っていない幼児の死霊が､ふたたび我
家にもどって来やすいように、大人の葬法をさけたのである」（井之口2002:175-177)。
Ｋさんはさらに、枕経は仏壇に向かってあげるものだと言い、別の「道場」であるＡさんの例を挙げた。
Ａさんは､かつてご遺体に向かって枕経をあげていたが､後で(偉い坊さんの話か何かで)仏壇に向かっ
てあげるべきことが分かった。阿弥pt経を､仏様に今から行きますと言ってあげるものであるから、仏壇
に向かってあげるべきものである、とＫさんは言った。
7）
8）
9）
1０８
